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日
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テ
ン
プ
ル
ヴ
ァ
ン
㈱
井
上
拓
郎 

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
」 

 

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
中
国
武

漢
市
か
ら
感
染
が
広
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
今
や
驚
く
べ
き
感
染
力
で
世
界
中
に
猛
威

を
振
る
っ
て
お
り
ま
す
。
国
内
で
は
一
二
，
三
八

八
名
が
感
染
し
、
三
一
七
名
の
方
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
厚
生
労
働
省
発
表
四
月
二

四
日
時
点
）
東
京
都
内
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業

で
時
差
出
勤
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
よ
う
に

な
り
、
主
要
な
駅
で
は
人
々
の
往
来
が
七
～
八
割

減
り
、
都
市
部
で
は
人
通
り
が
疎
ら
で
す
。
し
か

し
全
て
の
会
社
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
実
施
出
来
る
訳

で
な
く
、
出
社
の
必
要
性
が
あ
る
方
も
お
り
、
完

全
に
人
と
の
接
触
を
無
く
す
事
は
困
難
で
す
。
そ

の
為
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
に
は
、
ま

だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
寺
院
で
も
、
ご
本
堂
や
寺
務
所
の
入
り

口
に
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
消
毒
用
ス
プ
レ
ー
を
設

置
し
、
常
時
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
参
拝
者
の
対
応

を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の

発
令
以
降
は
、
本
山
や
大
勢
の
参
拝
客
が
訪
れ
る

よ
う
な
寺
院
で
も
、
参
拝
停
止
の
措
置
に
踏
み
切

っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
三
密
（
密
集
、
密
閉
、
密

接
）
を
避
け
る
事
に
よ
っ
て
、
人
と
人
と
が
接
触

す
る
機
会
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
来
、
布
教
活

動
は
対
面
（
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
）
で

行
う
事
が
一
般
的
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
非
対
面
で
の
布
教
活
動
も
見
直
さ
れ
て

お
り
、
宗
教
界
の
Ｉ
Ｔ
化
も
加
速
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
実
際
に
あ
る
ご
寺
院
で
は
、
写
経
や
写
仏

の
行
事
が
中
止
に
な
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
写
経

の
お
手
本
や
写
仏
の
下
絵
を
掲
載
し
、
印
刷
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
他
に
も
Ｗ

ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
を
用
い
て
画
面
上
の
対
面
で
檀
信
徒

と
の
や
り
取
り
を
さ
れ
て
い
る
ご
寺
院
も
あ
り
ま

す
。
弊
社
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
作
業
や
新

規
の
開
設
な
ど
Ｉ
Ｔ
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
に
関
す
る
ご
相
談
が
増
え
ま
し

た
。
勿
論
、
Ｉ
Ｔ
は
情
報
発
信
や
手
段
の
一
つ
に

過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
緊
急
事
態
を
克
服
し
、
寺

院
運
営
を
持
続
し
て
行
く
為
に
も
、
有
益
な
情
報

を
収
集
し
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
各
種
政
策
等

は
、
次
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る 

各
種
政
策
等
に
つ
い
て
」 

●
持
続
化
給
付
金
（
経
済
産
業
省
） 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
特
に
大
き
な
影
響
を

受
け
る
事
業
者
に
対
し
て
、
事
業
の
継
続
を
下
支

え
す
る
為
の
給
付
金
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
前
年
同
月
比
で
売
上
が
五
〇
％
以
上

減
少
し
て
い
る
法
人
（
ま
た
は
個
人
事
業
主
）
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
給
付
額
は
法
人
が
二
〇
〇
万

円
（
個
人
事
業
主
は
一
〇
〇
万
円
）
と
な
っ
て
お

り
、
医
療
法
人
、
農
業
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
社

会
福
祉
法
人
な
ど
、
会
社
以
外
の
法
人
に
つ
い
て

も
幅
広
く
対
象
と
明
記
し
て
あ
り
、
宗
教
法
人
も

対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
中
小
企
業 

金
融
・
給
付
金
相
談
窓
口

（
〇
五
七
〇
―
七
八
三
一
八
三
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
こ
の
窓
口
で
は
、
融
資
に
関
す
る
相

談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

●
雇
用
調
整
助
成
金
（
厚
生
労
働
省
） 

文
化
庁
宗
務
課
よ
り
公
益
財
団
法
人
日
本
宗
教
連

盟
に
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
の
対
象
に

宗
教
法
人
も
対
象
と
な
る
旨
の
情
報
提
供
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
特
例
措
置
は
、
申
請
を
簡
素
化
し

助
成
内
容
を
拡
充
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
常
勤
職
員
、
非
常
勤

職
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
）
を
休

業
さ
せ
て
「
休
業
手
当
」
を
支
給
し
た
場
合
、
助

成
金
（
助
成
率
九
／
一
〇
）
を
申
請
す
る
事
が
出

来
ま
す
。
た
だ
し
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
る
宗

教
法
人
に
限
り
ま
す
。
ま
た
申
請
期
限
が
六
月
三

〇
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
ご

寺
院
さ
ま
は
、
都
道
府
県
労
働
局
、
も
し
く
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
詳
細
を
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。 


